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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。市

民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

平
成
28
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
市
政
各
般
に
わ
た
り
格

別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
八
幡
浜
市
は
３
月
28
日
に
合
併
10

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
５
月
９
日
に
は

「
記
念
式
典
」
を
開
催
し
、
愛
媛
県
知

事
は
じ
め
多
く
の
来
賓
、
市
民
の
方
々

に
ご
出
席
を
い
た
だ
い
た
中
で
合
併
後

の
10
年
を
振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド
上
映
、

「
30
年
後
の
八
幡
浜
」
を
題
材
と
し
た

中
学
生
作
文
の
発
表
な
ど
を
行
い
、
来

場
者
全
員
が
新
八
幡
浜
市
の
過
去
を
再

認
識
し
、
未
来
へ
の
想
い
を
新
た
に
さ

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

式
典
に
お
い
て
、
国
指
定
重
要
文
化
財

で
あ
る
「
日
土
小
学
校
校
舎
」
の
設
計

を
し
た
松
村
正
恒
氏
に
名
誉
市
民
の
称

号
を
授
与
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
10
周
年
を
記

念
す
る
取
り
組
み
・
イ
ベ
ン
ト
等
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
ま
た
、
各
市
民
団
体

に
お
い
て
は
、
市
民
提
案
事
業
の
実
施

を
通
じ
て
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
は
「
地
方
創
生
」
が
大
き
く
注

目
さ
れ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。
全
国
的

に
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
問
題
に
対
処
す
る
た

め
、
八
幡
浜
市
は
10
月
に
平
成
31
年
度

ま
で
の
５
年
を
期
間
と
す
る
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
そ
の
第
一
弾
と
し
て
、

み
か
ん
農
家
の
収
穫
時
期
の
労
働
力
不

足
を
解
消
す
る
た
め
に
「
み
か
ん
の
里

宿
泊
・
合
宿
施
設
（
通
称
　
マ
ン
ダ
リ

ン
）」
を
11
月
に
開
設
し
ま
し
た
。
こ
の

施
設
は
、
み
か
ん
収
穫
期
の
ア
ル
バ
イ

タ
ー
を
中
心
に
農
業
研
修
者
や
就
農
希

望
者
、
さ
ら
に
は
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

（
国
際
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
大
会
、
大

学
女
子
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
）
な

ど
の
選
手
の
宿
泊
施
設
、
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
活
動
の
場
と
し
て
も
活
用
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
さ
ら
に
多

く
の
人
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
本
市

で
の
交
流
人
口
拡
大
の
拠
点
施
設
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に

八
幡
浜
市
に
来
て
い
た
だ
き
、
本
市
の

魅
力
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
が
移
住
・

定
住
を
推
進
す
る
た
め
に
重
要
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
農
水
産
物

の
６
次
産
業
化
や
海
外
等
へ
の
販
路
拡

大
、
八
幡
浜
み
な
っ
と
を
拠
点
と
し
た

観
光
推
進
、不
妊
治
療
の
医
療
費
助
成
、

九
州
と
の
観
光
、
防
災
等
で
の
連
携
な

ど
の
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

総
合
戦
略
と
並
行
し
て
平
成
28
年
度

か
ら
37
年
度
ま
で
の
10
年
を
期
間
と
す

る
「
八
幡
浜
市
総
合
計
画
」
も
策
定
し

ま
し
た
。
目
指
す
べ
き
将
来
像
を
「
過

去
に
学
び
　
現
在
（
い
ま
）
を
見
つ
め

　
共
に
創
ろ
う
　
輝
く
未
来
」
と
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
て
八
幡

浜
市
の
輝
か
し
い
未
来
を
築
い
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
の
計
画
は
、

総
合
戦
略
が
人
口
減
少
問
題
に
特
化
し

た
計
画
で
あ
る
の
に
対
し
、
八
幡
浜
市

の
市
民
生
活
、
福
祉
、
産
業
、
防
災
な

ど
広
い
範
囲
で
八
幡
浜
市
の
将
来
の
指

針
と
な
る
重
要
な
計
画
で
す
。

計
画
に
は
、
結
婚
や
子
育
て
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
、
高
齢
者
・
障
害
者
へ

の
支
援
、
商
都
復
活
へ
の
取
り
組
み
、

地
震
・
津
波
対
策
、「
大
洲
・
八
幡
浜
自

動
車
道
」
の
早
期
延
伸
、
文
化
顕
彰
施

設
の
整
備
、
市
民
・
産
官
学
と
の
連
携

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、
市
財
政
の
健
全

化
な
ど
今
後
10
年
間
の
市
政
全
般
に
わ

た
る
施
策
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
施
策
を
着
実
に
実
現
す
る
こ
と

に
よ
り
、「
八
幡
浜
に
住
ん
で
い
て
よ
か
っ

た
。」と
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
市
立
病
院
の
完
成
、
温
泉

施
設
の
オ
ー
プ
ン
と
い
う
明
る
い
話
題

も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博
２

０
１
６
」
が
本
年
３
月
26
日
、
八
幡
浜

み
な
っ
と
で
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
を
皮
切
り
に
11
月
20
日
ま
で
南
予

９
市
町
で
開
催
さ
れ
、
各
地
で
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
等
が
開
催
さ
れ
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
「
総
合
戦
略
」
あ
る
い
は

「
総
合
計
画
」
に
基
づ
き
八
幡
浜
市
の

将
来
を
左
右
す
る
重
要
な
施
策
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
市
民

の
皆
さ
ま
と
共
に
力
を
合
わ
せ
て
厳
し

い
時
代
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
、
ご
支
援
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

結
び
に
、
今
年
一
年
が
皆
さ
ま
に
と

り
ま
し
て
、
希
望
に
満
ち
た
幸
多
い
年

に
な
る
こ
と
を
お
祈
り
し
て
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新年のごあいさつ

：
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活活 力力 ああ ふふ れれ たた「「 まま ちち 」」へへ とと 躍躍 進進 すす るる たた めめ にに

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。市

民
の
皆
さ
ま
に
は
、
清
々
し
い
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
市
議
会
の
活
動
に
格
別

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
八
幡
浜

市
議
会
を
代
表
し
て
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
国
に
お
き
ま
し
て

は
、
限
定
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
を
可
能
に
す
る
安
全

保
障
関
連
法
案
が
可
決
成
立
し
、
戦
後

日
本
の
安
全
保
障
政
策
は
大
き
く
転
換

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
当

地
域
に
関
係
の
深
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
大

筋
合
意
な
ど
、
政
治
が
大
き
く
動
い
た

年
と
な
り
ま
し
た
。

経
済
で
は
、
政
府
は
、
一
昨
年
の
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
「
３
本
の
矢
」
に
引
き

続
き
、経
済
成
長
の
推
進
力
と
し
て「
新

３
本
の
矢
」
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、

当
市
な
ど
の
地
方
都
市
に
は
、
そ
の
効

果
は
ま
だ
ま
だ
十
分
に
及
ん
で
い
る
と

は
言
え
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
昨
年
５
月
に
発
生
し
た
鹿
児

島
県
口
永
良
部
島
新
岳
の
爆
発
的
噴
火

や
９
月
の
台
風
18
号
等
に
よ
る
関
東
・

東
北
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
な
ど
に
よ

り
、
多
く
の
方
が
被
害
に
遭
わ
れ
、
現

在
も
不
自
由
な
生
活
を
し
て
お
ら
れ
ま

す
。心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
方
、
明
る
い
話
題
と
し
て
は
、
ラ

グ
ビ
ー
日
本
代
表
が
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
に
お
い
て
南
ア
フ
リ
カ
代
表
に
勝
利

す
る
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
史
上
最
大
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
の
番
狂
わ
せ
を
演
じ
、
国

民
に
大
き
な
勇
気
と
感
動
を
与
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
本
市
に
お
い
て
、
昨
年

を
振
り
返
り
ま
す
と
、
八
幡
浜
市
と
保

内
町
が
合
併
し
て
節
目
と
な
る
10
年
を

迎
え
ま
し
た
。
５
月
に
は
、
記
念
式
典

を
「
ゆ
め
み
か
ん
」
に
お
い
て
、
知
事

を
始
め
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

列
席
を
得
ま
し
て
、
盛
大
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
８
月
に
は
、
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も
議
会

を
開
催
し
、
市
内
７
校
の
中
学
生
22
人

よ
り
市
政
に
対
す
る
意
見
、
要
望
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

合
併
後
10
年
が
経
過
し
、
旧
市
町
の

一
体
感
を
醸
成
す
る
な
ど
、
一
定
の
効

果
は
挙
げ
て
い
る
も
の
の
、
少
子
高
齢

化
、
人
口
流
出
に
つ
い
て
は
、
い
ま
な

お
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

人
口
の
急
激
な
減
少
・
超
高
齢
化
に

つ
い
て
は
、
国
は
、
わ
が
国
が
直
面
す

る
大
き
な
課
題
と
位
置
づ
け
、
政
府
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
各
地
方
で
も

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
た
自
律
的

で
持
続
的
な
社
会
を
創
生
で
き
る
よ
う
、

い
わ
ゆ
る
地
方
創
生
の
政
策
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
当
市
で
は
、
急
速

に
進
行
す
る
人
口
減
少
の
克
服
と
地
域

活
力
の
維
持
の
た
め
、
今
後
５
カ
年
の

目
標
や
目
標
実
現
の
た
め
の
具
体
的
施

策
と
し
て
、「
八
幡
浜
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
10
月
に
策

定
し
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
施
策
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
当
市
に
は
、
市
立
病

院
の
医
師
不
足
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
へ
の
対
策
、
学
校
等
の
統
廃
合
、
地

場
産
業
の
振
興
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
二
元

代
表
制
の
一
翼
と
し
て
、
市
民
を
代
表

す
る
議
決
機
関
で
あ
る
こ
と
を
常
に
自

覚
す
る
と
と
も
に
、
公
正
性
、
透
明
性

お
よ
び
信
頼
性
を
重
視
し
、
市
議
会
の

本
来
の
機
能
で
あ
る
執
行
機
関
が
行
う

市
政
運
営
の
監
視
、
評
価
等
を
行
っ
て

参
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
当
市
議
会
で
は
、
議

長
を
除
く
議
員
全
員
で
構
成
す
る
「
行

財
政
問
題
特
別
委
員
会
」、「
議
会
改
革

特
別
委
員
会
」
の
２
つ
の
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
付
議
事
件
に
特

化
し
て
調
査
研
究
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
こ
れ
ら
特
別
委
員
会
で
の

調
査
研
究
は
も
と
よ
り
、
市
民
生
活
や

福
祉
の
向
上
と
産
業
の
振
興
、
活
力
あ

ふ
れ
た
「
ま
ち
」
へ
と
躍
進
で
き
る
よ

う
、
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
政
策
提
言

が
で
き
る
市
議
会
を
め
ざ
し
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ど
う
か
、
本
年
も
、
皆
さ
ま
の
相
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
は
、
現
在
改
築
中
の

市
立
病
院
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
や
北

浜
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
跡
地
に
お
け
る
温
泉

施
設
整
備
と
い
っ
た
八
幡
浜
市
に
と
っ

て
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
期
待
で
き
ま

す
。新

し
い
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ

て
輝
か
し
い
飛
躍
の
年
に
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

八八幡幡浜浜市市議議会会議議長長

上上 田田　　浩浩 志志

28年のスタートにあたって平成
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八八
幡幡
浜浜
市市
でで
はは
、、

急急
速速
にに
進進
行行
すす
るる
人人
口口
減減
少少
のの
克克
服服
とと
地地
域域
活活
力力
のの
維維
持持
にに
向向
けけ
、、

人人
口口
のの
将将
来来
展展
望望
とと
そそ
のの
実実
現現
にに
向向
けけ
たた

今今
後後
５５
カカ
年年
のの
目目
標標
やや
具具
体体
的的
施施
策策
をを
取取
りり
まま
とと
めめ
たた

「「
八八
幡幡
浜浜
市市
まま
ちち
・・
ひひ
とと
・・
しし
ごご
とと
創創
生生
総総
合合
戦戦
略略
」」をを
策策
定定
しし
まま
しし
たた
。。

八八
幡幡
浜浜
市市
のの
人人
口口
はは
、、

１１
９９
５５
００
年年
のの
７７
２２
，，８８
８８
２２
人人
をを
ピピ
ーー
クク
にに
一一
貫貫
しし
てて
減減
少少
しし
てて
おお
りり
、、

国国
立立
社社
会会
保保
障障
・・
人人
口口
問問
題題
研研
究究
所所（（
以以
下下「「
社社
人人
研研
」」））のの
推推
計計
でで
はは
、、

２２
００
６６
００
年年
にに
はは
１１
４４
，，２２
５５
３３
人人
まま
でで
減減
少少
すす
るる
とと
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。

今
後
は
、４
つ
の
基
本
目
標
に
基
づ
き
施
策
を
展
開
し
、

２
０
４
０
年
ま
で
に
合
計
特
殊
出
生
率（
※
）を
現
在
の
１
．５
９
か
ら
２
．１
に
、

社
会
増
減（
転
入
―
転
出
）を
２
０
３
５
年
に
プ
ラ
ス
に
転
じ
さ
せ
、

２
０
６
０
年
に
は
、社
人
研
の
推
計
よ
り
約
47
％
増
の

２
０
，９
４
８
人
以
上
の
人
口
を
目
指
し
ま
す
。

「「
八八
幡幡
浜浜
市市
まま
ちち
・・
ひひ
とと
・・
しし
ごご
とと

創創
生生
総総
合合
戦戦
略略
」」をを
策策
定定
しし
まま
しし
たた



● 問い合わせ　市役所政策推進課 ２２ー３１１１　内線１３４８

（（※※））合合計計特特殊殊出出生生率率

　　　　一一人人のの女女性性がが一一生生

　　　　にに産産むむ子子どどもものの平平

　　　　均均数数
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八
幡
浜
市
で
は
、

急
速
に
進
行
す
る
人
口
減
少
の
克
服
と
地
域
活
力
の
維
持
に
向
け
、

人
口
の
将
来
展
望
と
そ
の
実
現
に
向
け
た

今
後
５
カ
年
の
目
標
や
具
体
的
施
策
を
取
り
ま
と
め
た

「
八
幡
浜
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
策
定
し
ま
し
た
。

八
幡
浜
市
の
人
口
は
、

１
９
５
０
年
の
７
２
，８
８
２
人
を
ピ
ー
ク
に
一
貫
し
て
減
少
し
て
お
り
、

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所（
以
下「
社
人
研
」）の
推
計
で
は
、

２
０
６
０
年
に
は
１
４
，２
５
３
人
ま
で
減
少
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今今
後後
はは
、、４４
つつ
のの
基基
本本
目目
標標
にに
基基
づづ
きき
施施
策策
をを
展展
開開
しし
、、

２２
００
４４
００
年年
まま
でで
にに
合合
計計
特特
殊殊
出出
生生
率率（（
※※
））をを
現現
在在
のの
１１
．．５５
９９
かか
らら
２２
．．１１
にに
、、

社社
会会
増増
減減（（
転転
入入
――
転転
出出
））をを
２２
００
３３
５５
年年
にに
ププ
ララ
スス
にに
転転
じじ
ささ
せせ
、、

２２
００
６６
００
年年
にに
はは
、、社社
人人
研研
のの
推推
計計
よよ
りり
約約
4477
％％
増増
のの

２２
００
，，９９
４４
８８
人人
以以
上上
のの
人人
口口
をを
目目
指指
しし
まま
すす
。。

主 な
取 組

基本目標① 地方にしごとをつくり、安心して働けるようにする
【Ｈ 31 数値目標】 雇用創出数 5 年間で 150 人

■農水産物の 6次産業化の推進及び海外等への販路拡大
■農繁期の労働力確保等のための「みかんの里宿泊・合宿施設」整備
■新規就農者確保のための「Ｉターン就農者支援事業」
■後継者不在による廃業を防ぐための「南予地域事業承継先紹介支援に係る官民連携事業」
■ふるさと納税推進による地元産業の活性化　など

主 な
取 組

基本目標② 新しい人の流れをつくる
【Ｈ 31 数値目標】　入込客数 5 ％増／社会減を半減

■道の駅・みなとオアシス「八幡浜みなっと」を拠点とした観光推進
■マウンテンバイクコース等スポーツ資源の活用や主要大会・オリンピック事前キャンプ地等の誘致
■木造校舎等木造公共建物を活用したまちづくりの推進　　　　
■八幡浜シニアタウン構想実現に向けた検討　　　　　　 　　
■地域おこし協力隊の導入
■空き家バンクの創設　など

主 な
取 組

基本目標③ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる
【Ｈ 31数値目標】 婚姻数 120 組／出生数 185 人／合計特殊出生率 1.74 など

■縁結びコーディネーター事業の拡充
■不妊治療の医療費助成
■保育所民間委託に併せた休日、夜間延長保育の実施及び統合保育所整備の検討
■いじめ、不登校、子どもの発達相談に関する相談・支援をワンストップで行
　う「教育支援室」の開設、運営　など

主 な
取 組

基本目標④ 時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する
【Ｈ 31 数値目標】　地域間連携数 5年間で 5件／健康寿命 男女とも延伸 など

■コンパクトシティの形成（立地適正化計画の策定）
■フェリーでつながる九州との観光、防災等での連携
■地域公共交通の確保と交通弱者対策
■ウォーキングコース整備事業　など



問
い
合
わ
せ

市
役
所
財
政
課


22
ー
３
１
１
１

内
線
１
５
３
１
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市
の
財
政
運
営
の
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

平
成
27
年
度
上
半
期（
４
月
～
９
月
）の
一
般
会
計
お
よ
び

特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
状
況
、
市
債
の
状
況
、

市
民
負
担
の
状
況
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
の
財
政
事
情

（
平
成
27
年
度

上
半
期
）

●市民の負担

市民１人当たりの市税調定額

９５，０４８円

市民１人当たりの一般会計支出済額

２０８，２９０円

（平成 27 年 9 月 30 日現在の
人口 36,053 人を基礎として算出）

●会計別の収支状況 ( 単位：千円 )

区　　　分 予 算 額 収 入 額（執行率％） 支 出 額（執行率％）

一　般　会　計 21,497,054 9,402,905(44) 7,509,484(35)

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国民健康保険事業 6,282,937 2,360,501(38) 2,576,864(41)

後期高齢者医療 550,476 174,557(32) 187,344(34)

介護保険 4,349,762 1,632,305(38) 1,651,389(38)

介護サービス事業 40,115 10,458(26) 15,913(40)

日土財産区 799 2( 1) 271(34)

駐車場事業 45,598 20,592(45) 15,766(35)

簡易水道事業 169,725 4,001( 2) 31,398(18)

公共下水道事業 2,220,886 110,993( 5) 726,845(33)

戸別合併処理浄化槽整備事業 110,490 15,900(14) 33,373(30)

小規模下水道事業 26,874 2,870(11) 11,560(43)

水産物地方卸売市場事業 56,310 7,868(14) 18,347(33)

港湾整備事業 85,880 39,207(46) 26,529(31)

合　　　　計 35,436,906 13,782,159(39) 12,805,083(36)

●一般会計のうち主な歳入科目 ( 単位：千円 )

科 目 別 予 算 額 執行額（執行率％）

地方交付税 7,252,702 4,905,911( 68)

市税 3,431,719 2,134,439( 62)

国庫支出金 2,678,870 908,319( 34)

市債 2,673,632 0( 0)

県支出金 1,361,378 89,912( 7)

繰入金 1,057,601 2,700( 1)

分担金及び負担金 773,887 98,910( 13)

諸収入 529,030 150,466( 28)

使用料及び手数料 443,621 180,367( 41)

繰越金 371,768 371,769(100)

●一般会計のうち主な歳出科目 ( 単位：千円 )

科 目 別 予 算 額 執行額（執行率％）

民生費 6,144,009 2,159,083(35)

衛生費 2,800,884 1,127,219(40)

土木費 2,693,526 453,244(17)

公債費 2,371,481 1,177,824(50)

教育費 2,313,627 810,950(35)

総務費 2,194,248 676,061(31)

農林水産業費 1,604,764 251,741(16)

消防費 801,331 461,140(58)

商工費 333,981 277,684(83)

議会費 165,352 86,519(52)

●市債の現在高 ( 単位：千円 )

区　　　分 現　在　高

一般会計 20,589,242

特別会計 12,621,752

合　　計 33,210,994



■補助対象区域（枠網掛け部分）　※来年度以降、区域を広げていく予定です。
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八幡浜市老朽危険空き家除却事業　受付開始
老朽化により周囲に対して被害を及ぼす危険性の高い空き家（住宅に限る）に対して、

除却にかかる費用の一部を補助（最大８０万円）する事業を開始します！

※市による判定審査会により不良な建物と判定された建物が対象となります。

※申込多数の場合は、審査により緊急性の高いものから補助を行います。

■募集戸数
５件（先着ではありません）

■募集期間
１月４日（月）～ 15 日（金）※土、日、祝日除く

■補助対象となる空き家
・対象区域内の空き家（住宅に限る）であること。

・老朽危険度および道路への悪影響の程度が市の定

　　める基準を満たすこと。

・他の補助金などの交付金を受けていないこと。

・公共工事による補償対象となっていないこと。

■申込資格　

・所有者、相続権者等であること。

・市税の滞納がないこと。

■補助対象工事
補助対象となる建物の全部の解体および処分

※家財道具、機械、車両等の処分は除く

■補助率および補助上限額
除却工事費用の４／５以内（限度額８０万円）

※延べ面積１平方メートルあたりに換算した単価の

　　査定があります

八幡浜市

老朽危険空き家除却事業
受付を開始します

［大平地区（一部）］　 ［保内町宮内清水町地区 (一部 )］

申し込み・問い合わせ 市役所建設課 ２２－３１１１　内線２２２６
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問い合わせ　市役所税務課　市民税係　 　　
　２２－３１１１ 内線１２１３

４月からの国民健康保険税の
特別徴収と支払方法の変更について

法定調書提出義務者・源泉徴収義務者の方へのお知らせ
本人へ交付する源泉徴収票等への個人番号の記載は必要ありません

本
人
へ
交
付
す
る
源
泉
徴
収
票
や
支

払
通
知
書
等
へ
の
個
人
番
号
の
記
載

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
27
年
10
月
２
日
に
所
得
税
法
施
行

規
則
等
の
改
正
が
行
わ
れ
、行
政
手
続
に

お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
施
行
後
の

平
成
28
年
１
月
以
降
も
、給
与
な
ど
の
支

払
い
を
受
け
る
方
に
交
付
す
る
源
泉
徴
収

票
な
ど
へ
の
個
人
番
号
の
記
載
は
行
わ
な

い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

※
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
第
25

条
に
基
づ
き
、本
人
か
ら
自
身
の
個
人

番
号
を
含
む
情
報
と
し
て
源
泉
徴
収
票

な
ど
の
開
示
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、本
人
の
個
人
番
号
を
記
載
し
て
開

示
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

※
電
子
申
告
・
納
税
等
開
始（
変
更
等
）届

出
書
に
つ
い
て
も
、個
人
番
号
の
記
載
は

不
要
で
す
。

個
人
番
号
の
記
載
が
不
要
と
な
る
税

務
関
係
書
類
は
次
の
も
の
で
す
。

（
給
与
な
ど
の
支
払
い
を
受
け
る
方
に

交
付
す
る
も
の
に
限
り
ま
す
）

・
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

・
退
職
所
得
の
源
泉
徴
収
票

・
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

・
配
当
等
と
み
な
す
金
額
に
関
す
る
支
払

　
通
知
書

・
オ
ー
プ
ン
型
証
券
投
資
信
託
収
益
の
分

　
配
の
支
払
通
知
書

・
上
場
株
式
配
当
等
の
支
払
に
関
す
る
通

　
知
書

・
特
定
口
座
年
間
取
引
報
告
書

・
未
成
年
者
口
座
年
間
取
引
報
告
書

・
特
定
割
引
債
の
償
還
金
の
支
払
通
知
書

※「
未
成
年
者
口
座
年
間
取
引
報
告
書
」　

　
お
よ
び「
特
定
割
引
債
の
償
還
金
の
支

　
払
通
知
書
」は
、平
成
28
年
１
月
施
行
予

　
定
で
す
。

今
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
を
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）で
お
支
払
い
い
た
だ

い
て
い
る
方
や
新
た
に
特
別
徴
収
の
対
象
と

な
る
方
は
、４
月
以
降
の
年
金
か
ら
特
別
徴
収

の
仮
徴
収（
国
民
健
康
保
険
税
の
暫
定
額
で
の

天
引
き
）が
開
始
さ
れ
ま
す
。

な
お
、「
納
付
方
法
変
更
申
出
書
」を
市
役

所
税
務
課(

八
幡
浜
庁
舎
２
階)

に
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、年
金
の
天
引
き
を
中
止

し
、口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
特
別
徴
収
以
前
の
国
民
健
康
保
険
税
を
現
金

で
お
支
払
い
さ
れ
て
い
た
方
は
、事
前
に
金
融

機
関
で
国
民
健
康
保
険
税
を
口
座
振
替
で
支

払
う
手
続
き
を
さ
れ
た
後
、本
人
控
え
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
）

新
た
に
４
月
か
ら
特
別
徴
収
の
対
象
と
な

る
方
に
は
申
出
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、変
更

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、１
月
29
日（
金
）ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、す
で
に
申
出
書
を
提
出
さ
れ
た
方
に

つ
い
て
は
、再
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、２
月
以
降
も
申
出
書
の
受
付
は
行
い

ま
す
が
、４
月
の
特
別
徴
収
が
中
止
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問い合わせ 八幡浜税務署 　
２２－０８００

国税に関する社会保障・税

番号制度（法人番号を含む）

の最新情報は、国税庁の

ホームページのトップペー

ジ上段の

をクリックしてください



１月以降に申請を
する場合は、
マイナンバーの記
載 を お 忘 れ な
く！！
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問い合わせ 市役所社会福祉課　　
２２－３１１１　

内線１１５５
または、市役所保内庁舎管理課

　　内線２２０８

戦没者等の遺族に対する
特別弔慰金について

申し込み・問い合わせ 八幡浜市国際交流協会　
（市役所政策推進課内）
２２－３１１１　　　
内線１３４５　　　　

ワールドキッチン 八幡浜
（国際交流イベント）

第
10
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

手
続
き
方
法
に
つ
い
て
不
明
な

点
は
、上
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ま
た
、平
成
28
年
１
月
以
降
に

申
請
を
す
る
場
合
は
、申
請
書
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
お
よ
び
個

人
番
号
カ
ー
ド
も
し
く
は
通
知

カ
ー
ド
の
提
示
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

市
内
等
に
お
住
い
の
外
国
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
地
元
の
食
材
を
使
っ
た

外
国
の
料
理
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

交
流
会
で
は
、八
幡
浜
の
み
か
ん
を

使
っ
た
ラ
ン
タ
ン
づ
く
り
や
ク
イ
ズ

を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
１
月
30
日（
土
）

　［
料
　
理
］　
午
前
11
時
30
分
～

　［
交
流
会
］　
午
後
２
時
～

■
場
所

　［
料
理
・
交
流
会
］

　
八
幡
浜
市
水
産
物
地
方
卸
売
市
場

■
定
員
　

　［
料
　
理
］　
40
人

　［
交
流
会
］　
40
人

※
両
方
出
席
、片
方
出
席
の
ど
ち
ら
で

　
も
選
べ
ま
す
。

※
小
学
校
４
年
生
以
下
の
お
子
さ
ん

　
が
参
加
す
る
場
合
は
保
護
者
の
同

　
伴
が
必
要
で
す
。

■
参
加
費

　［
料
　
理
］　
４
０
０
円

　［
交
流
会
］　
１
０
０
円

■
準
備
物

　［
料
　
理
］　
エ
プ
ロ
ン
、タ
オ
ル
、

　
　
　
　
　
　
筆
記
用
具

　［
交
流
会
］

カ
ッ
タ
ー
、新
聞
紙

■
主
催

　（
公
財
）愛
媛
県
国
際
交
流
協
会

■
申
込
方
法

　
市
役
所
政
策
推
進
課
ま
で
お
電
話

　
く
だ
さ
い
。

問い合わせ　市役所税務課　債権管理室　　　
　２２－３１１１ 内線１２０１

債権管理室からのお知らせ
連帯保証人の皆さまへ

市
の
保
有
す
る
債
権
の
中
に
は
、申
し

込
み（
契
約
）時
に
連
帯
保
証
人
を
設
定
し

て
い
る
債
権
が
あ
り
ま
す
。（
例
　
住
宅

使
用
料
、入
院
診
療
費
、貸
付
金
債
権
）

平
成
24
年
度
か
ら
税
務
課
内
に
設
置
の

債
権
管
理
室
で
は
、未
収
債
権
に
対
す
る

取
り
組
み
と
し
て
、担
当
課
か
ら
事
務
移

管
を
受
け
、裁
判
所
に
法
的
措
置（
支
払
督

促
、強
制
執
行
等
）を
申
し
立
て
る
こ
と
に

よ
り
債
権
回
収
を
図
っ
て
い
ま
す
。

当
然
、連
帯
保
証
人
は
、債
務
者（
契
約

者
）と
連
帯
し
て
債
務
を
負
う
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、法
的
措
置
を
申
し
立
て
る

際
は
、連
帯
保
証
人
も
対
象
で
す
。

連
帯
保
証
人
に
は
、担
当
課
よ
り
滞
納

状
況
を
記
載
し
た
保
証
債
務
通
知
書
が
届

く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、そ
の
際
は
内

容
を
確
認
し
、債
務
者（
契
約
者
）と
支
払

い
方
法
に
つ
い
て
十
分
協
議
し
て
く
だ
さ

い
。



募集期間 平成 28 年１月４日～平成 29 年３月 31 日

※募集状況により、変更することがあります。

募集人数 １００人程度

募集要件 八幡浜市に在住・在勤・在学している高校生以上の個人

またはグループ

※応募時点で 18 歳未満の方は、保護者の同意が必要です。

活動内容 受付・案内、会場サービス、環境美化、交通整理など

活動期間 えひめ国体・えひめ大会および各競技会のリハーサル大会
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え
ひ
め
国
体
・
え
ひ
め
大
会
の

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体
・
え
ひ
め
大
会
八
幡
浜
市
実
行
委
員
会
で
は
、
両
大
会
を

　
成
功
さ
せ
る
た
め
、
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

全
国
か
ら
訪
れ
る
多
く
の
方
々
を「
お
も
て
な
し
」の
心
で
温
か
く
お
迎
え
し
ま
し
ょ
う
。

日　時 １月４日（月） 12:30 ～ 13:30

場　所 八幡浜みなっと みなと交流館　多目的ホール

内　容 ・ＰＲキャラバン隊と国体みきゃんによる「えがおダンス」パフォーマンス

（ダンス振付のユニット「赤丸急上昇」（モガ）も出演）

・なるほどザえひめ国体クイズ（司会 やのひろみ さん） など

愛顔つなぐえひめ国体ＰＲイベント

申込方法 「登録申込書」に必要事項をご記入の上、実行委員会事務局まで
FAX またはメール等でお申し込みください。
（グループの場合は、「グループ登録者名簿」もご提出ください）
申込書は実行委員会のホームページからダウンロードできるほ
か、市役所八幡浜庁舎・保内庁舎の１階ロビーにあります。

国 体

Ｐ Ｒ 

バレーボール（リハーサル） 平成 28 年７月 16 日（土）～ 17 日（日）

ソフトボール（リハーサル） 平成 28 年９月 17 日（土）～ 19 日（月・祝）

バレーボール（精神障害の部）（リハーサル） 平成 29 年５月 27 日（土）～ 28 日（日）

ソフトボール 平成 29 年 10 月１日（日）～３日（火）

バレーボール 平成 29 年 10 月６日（金）～９日（月・祝）

バレーボール（精神障害の部） 平成 29 年 10 月 28 日（土）～ 29 日（日）

■問い合わせ

愛顔つなぐえひめ国体・えひめ大

会八幡浜市実行委員会事務局（市

教育委員会生涯学習課えひめ国体

推進室）

２２-３１１１ 内線２３６４

FAX ３６ -２９２２

※詳しくは、実行委員会のホームページをご覧いただくか、担当までお問
　い合わせください。

国体　八幡浜 　検索
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１月 31 日（日）
市民健康マラソン　　　　 9 時 50 分スタート
八幡浜駅伝カーニバル　 11 時 00 分スタート
※交通規制図は、市のホームページにも掲載しています。

市民健康マラソン・八幡浜駅伝カーニバル開催に伴う交通規制にご協力ください！

①旧北浜テニスコート角交差点から旧愛媛銀行角交差点にかけて車両の
　進入はできません。（おおむね９時 30 分～ 11 時 20 分）
②渡海橋から四国ろうきんまで、ゴール周辺（四国ろうきんからスポー
　ツセンターまで）への車両の進入はできません。（おおむね11時 20分～
　 12 時 30 分）
③愛宕山トンネル前信号機（マラソンおよび駅伝１区折り返し地点）から
　矢野町、銀座、新町にかけて車両の進入はできません。（おおむね９
　時 30 分～ 11 時 20 分）

● 問い合わせ　教育委員会生涯学習課　２２－３１１１ 内線２３６１

交通規制区間

マラソン・駅伝コース

市民健康マラソン
八幡浜駅伝カーニバル

問い合わせ ゆめみかん

３６－３０４０

日 時 １月 24 日（日）
　　　 13：00 ～ 14：30
場　所 ゆめみかん 大ホール

※市役所八幡浜庁舎より送迎バスが

あります。（12：30 発）

演　題 「心ゆたかに生きる」
入場料 無料

※会員以外の方も入場できます。

［講演要旨］

自分が幸せを感じられるよう
な生き方をしていなければ、
人を幸せにすることはできな
い。
まず自分が、今幸せの中に生
きていることに気づく事。
それには「心の勉強」が必要
である。（中略）
日常のささやかな出来事の中
に、大きな価値を見つけるこ
とで、心のゆたかさや出会い
の素晴らしさを説いていく。

講　師

南蔵院第 23世

林
はやし

覚
かく

乗
じょう

住職

八幡浜市文化協会合併 10 周年記念講演
［第 9 回（平成 27 年度）八幡浜市文化協会合同研修会］
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PPhhoottoo SSkkeettcchh ―フォトスケッチ― まちの出来事などを紹介します

イルミネーション点灯式

八幡浜市文化会館ゆめみかん
イルミネーション（～ 1/11）

12 月６日、ゆめみかんにおいてイルミ
ネーションの点灯式が行われました。
約３万個のＬＥＤが一斉に点灯される

と、会場からは拍手と歓声が起こり、来
場者は一足早いクリスマスムードを楽し
んでいました。
なお、このイルミネーションは１月11

日まで点灯されます。（点灯時間：午後５
時～９時）

イルミネーションの前で、撮影をする人も
多く見られました

写真１ みかんの木の
下で品定め？ 写真２
みかんの摘み方の説明
を真剣な表情で聞く園
児 写真３ ていねい
にみかんを摘む園児
写真４ 集合写真
写真５ 高い所は大人
と一緒に摘みます
写真６　大城市長とみ
かん摘み

保内中・青石中 統合合意書調印式

平成29年４月から新「保内中学校」になります
保内中学校（生徒数190名）と青石中学校（生徒数104名）が統合し、平

成29年４月１日から新しい「保内中学校」としてスタートすることにな

り、11月16日、八幡浜市役所で統合合意書の調印式が行われました。

調印式には関係者19名が出席し、大城市長、井上教育長、宇都宮再

編協議会会長、山西保内中ＰＴＡ会長、二宮青石中ＰＴＡ会長の５名

が合意書に署名しました。

大城市長から ｢長い歴史と伝統のある保内中学校、青石中学校を閉

じることは、大変つらい選択であったと思いますが、保護者と地域の

皆さまの英断に対し敬意を表します。子どもたちには、健やかに学校

生活を送ってほしい。｣とあいさつがありました。

上手にみかんを摘めました

初めてのみかん摘み！？
聖母幼稚園の園児が体験

聖母幼稚園の園児が大城市長と

11月 30 日、八幡浜市役所前のみか

んの摘み取りを行いました。

園児は、市職員から「はさみ」の使

い方を教わると、背伸びをしたり、

市長に抱きかかえられたりしながら

次々にたわわに実ったみかんを摘み

取っていました。

また、今年のみかんは例年よりも

味が良いとのことで、収穫後はその

場でみかんを味わうなど、とても楽

しい時間を過ごしました。

６
５

２

４ ３

１



問い合わせ 八幡浜市立中央公民館

２４ -１８２２

日 時 １月 10 日（日）

午後１時～

場　所 ゆめみかん　大ホール

入場料 無料

演　題
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地区別 火 災 救 急

八幡浜地区 ７ １，１１０

保 内 地 区 １ ３１３

合 計 ８ １，４２３

平成27年１月１日～平成27年11月30日

八幡浜市の火災・救急概況八幡浜地区消防署

本　署　２２ -０１１９　　第二分署　３６ - ３１１９
総務課　２４ -０１１９　　予 防 課　２３ - ０１１９

■ 救急病院情報・身近なＡＥＤ設置場所・住宅用火災警報器

その他の情報は八幡浜地区消防Web

サイトをご覧ください。

http://fd-yawatahama-ehime.jp/index.php
モバイル版
Webサイト

消防署からのお知らせ　

１月 26 日は文化財防火デー　

文化財防火デーの制定は、昭和24年 1月 26日に、現存する世界最古の木造建造物である法隆寺の金堂が炎上し、
壁画が焼損したことに基づいています。
管内の貴重な歴史的財産を後世に引き継ぐためにも、一人ひとりが防災・減災の意識を持ちましょう。

あ
な
た
に
す
べ
て
の

良
き
こ
と
が

か
ぎ
り
な
く
お
き
ま
す
よ
う
に

講師プロフィール
昭和 27 年２月 12 日生まれ
現 職　岩手県陸前高田市普門寺住職
経 歴　昭和 49 年　永平寺で１年間修業
　　　昭和 52 年　駒澤大学大学院修士課程卒業
　　　昭和 52 年　陸前高田市福祉事務所家庭児童相談員
　　　昭和 58 年７月　普門寺 30 世住職

講　師

熊
くま

谷
がい

光
こう

洋
よう

老師

文化財模擬火災訓練
　　日　時 １月 24 日（日）　午前 10 時～ 11時

　　場　所 八幡浜市広瀬　「萬松寺」

　　　　付近の住民の皆さまにはご迷惑をお掛け
　　　　しますが、ご理解ご協力をお願いします。

　 ※その他に文化財の立入検査を予定しています。

第 19 回 八幡浜市公民館
研 究 大 会 講 演 会



蔵書点検（市民図書館）の結果

・蔵書冊数（雑誌・視聴覚資料を除く） 174,427冊

・不明本（平成 27 年度） 15 冊

皆さんの財産である図書館資料を管理・
運営していくために、蔵書点検へのご理解
と期限内の返却にご協力ください。

市
　
民
　
図
　
書
　
館

保
　
内
　
図
　
書
　
館

八幡浜市立市民図書館　 22-0917
八幡浜市立保内図書館　 36-3050
― 開 館 時 間 ― 10:00 ～ 18:30
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図書館だより

1 月の開館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

○‐市民図書館休館日
●‐保内図書館休館日
◎‐両館休館日

移動図書館車巡回予定

あいうえおはなし会 ゆめいろぽけっとおはなし会

ＣＡＴＶ
図書館案内

※放送時間 １８：３０ ・ ２１：３０（再）
※翌 日 １：００（再）・ ５：００（再）・ ７：００（再）

１２：３０（再）・１５：００（再）

巡回日 場　　　所 時　　間

１月
９日
（土）

勘定自治公民館前

市営緑ヶ丘団地前

川之内消防倉庫前

新開町住宅

木多町住宅

千丈地区公民館前

10：20～10：50

11：00～11：30

13：20～13：50

14：00～14：30

14：40～15：10

15：20～16：00

16 日
（土）

磯津地区公民館

川舞バス停前

布喜川集会所前

日の浦団地集会所前

双岩地区公民館前

中津川自治公民館

10：30～11：10

13：20～13：50

14：00～14：30

14：40～15：10

15：20～15：50

16：10～16：50

23 日
（土）

日土農協前

出奥多目的集会所前

穴井ちびっこ広場遊園地

小網代バス停横広場

ＪＡにしうわ真穴共選横

川名津消防倉庫前

舌田地区公民館前

10：20～10：50

11：00～11：30

13：40～14：10

14：20～14：50

15：00～15：30

15：40～16：20

16：30～17：00

講談社　全国訪問おはなし隊

日　時 １月 20日（水）10：30～（30分程度）

場　所 保内図書館　おはなしコーナー

対象者 未就園児親子

内　容 絵本の読み聞かせ、紙芝居、手遊び、

パネルシアター、ペープサートなど

※事前の申し込みは必要ありません。

　手作りのおみやげを用意してお待ちしてい

　ます。

開　　催　　日 １月 17 日（日）

キャラバンカー見学 10：30 ～ 11：00 正面駐車場

読 み 聞 か せ 会 11：05 ～ 11：35 　２階　視聴覚室

対　　象　　者 未就園児～小学生

申 込 締 切 日

１月 11日（月）

申込・問い合わせ

２２－０９１７

たくさんの絵本を載せたキャラバンカーがやってくるよ♪
おみやげもあります♪ ※事前に申し込みが必要です。

日　時 毎週土曜日 11：00～（30分程度）
場　所 市民図書館 １階　幼児ルーム
対象者 乳幼児親子
内　容 絵本の読み聞かせ、紙芝居、手遊び、
　　　　パネルシアター、ペープサートなど

演じ者 市民図書館あいうえおはなし会　
　　　　ボランティアグループ
※事前の申し込みは必要ありません。

お気軽にお越しください。

※画像はイメージです。

開　　催　　日 １月 31 日（日）

キャラバンカー見学 10：00 ～ 10：30 ゆめみかん正面入口前

読 み 聞 か せ 会 10：35 ～ 11：05 　２階　研修室

対　　象　　者 未就園児～小学生

申 込 締 切 日 １月 25 日（月）

申込・問い合わせ ３６－３０５０

※画像はイメージです。



１月のロビー展ゆめみかん
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■川高　遊藝展 ［12月 19 日（土）～１月 14 日（木）］

美術部 ･書道部 ･報道部（写真）の第８回遊藝展です。

絵画、デザイン、書道、写真など生徒たちの個性あふれる作品をご覧ください。

地 域 の 子 ど も は 地 域 の 手 で

「
先
生
、こ
こ
も
何
と
か
せ
ん
と
い
け

ん
な
あ
。
看
板
を
作
っ
て
取
り
付
け
る

か
な
。」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

願
い
し
ま
す
。」

今
年
度
行
っ
た
通
学
路
安
全
点
検
で

の
ひ
と
こ
ま
で
す
。

毎
年
四
月
、
本
校
で
は
、
教
職
員
に

よ
る
通
学
路
の
安
全
点
検
を
行
う
と
と

も
に
、
保
護
者
に
も
通
学
路
に
お
け
る

危
険
箇
所
等
に
関
す
る
情
報
提
供
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
八
幡
浜

交
通
安
全
協
会
宮
内
支
部
の
協
力
を
得

て
、再
度
、通
学
路
の
安
全
点
検
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
も
四
月
三
十
日
、

小
雨
の
降
る
中
、
保
護
者
や
教
職
員
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
、
宮
内

支
部
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
通
学
路
を
入

念
に
点
検
し
ま
し
た
。

八
幡
浜
市
文
化
会
館「
ゆ
め
み
か
ん
」

付
近
を
点
検
し
て
い
た
と
き
の
こ
と
で

す
。
道
路
幅
が
あ
ま
り
広
く
な
い
に
も

関
わ
ら
ず
自
動
車
の
交
通
量
が
多
く
、

ス
ピ
ー
ド
も
出
し
や
す
い
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
宮
内
支
部
の

方
か
ら
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
注
意
喚
起
の

た
め
の
看
板
を
作
り
、
設
置
す
る
こ
と

を
提
案
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
。
そ

し
て
、
第
二
学
期
の
ス
タ
ー
ト
を
目
前

に
控
え
た
八
月
二
十
三
日
、
子
ど
も
た

ち
が
気
持
ち
よ
く
二
学
期
を
迎
え
ら
れ

る
よ
う
に
と
、宮
内
支
部
の
皆
さ
ま
が
、

早
朝
よ
り
通
学
路
を
点
検
し
な
が
ら
、

看
板
の
設
置
や
清
掃
作
業
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、保
護
者
に
も「
宮
内
見
守
り
隊
」

の
一
員
と
し
て
、
日
々
、
子
ど
も
た
ち

の
校
外
で
の
生
活
を
見
守
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
特
に
、
各
学
期
の
始
業

日
や「
児
童
生
徒
を
守
り
育
て
る
日
」、

第
二
・
第
四
水
曜
日
の
集
団
下
校
の
際

は
、
輪
番
で
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
通

学
路
を
歩
き
、
見
守
り
活
動
を
行
っ
た

り
、
通
学
路
の
安
全
確
認
を
し
た
り
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
実
に
、
年
間

二
十
四
回
、
延
べ
約
百
九
十
人
も
の
皆

さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

さ
ら
に
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ま
に

は
、「
宮
内
の
子
ど
も
を
育
て
る
会
」や

「
八
幡
浜
市
補
導
員
会
宮
内
補
導
部
会
」、

「
保
内
ブ
ロ
ッ
ク
健
全
育
成
会
」等
に
お

い
て
も
、
子
ど
も
の
安
全
お
よ
び
健
全

育
成
に
関
す
る
情
報
交
換
や
見
守
り
活

動
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
保
護
者
や
地
域
の
皆

さ
ま
が「
ど
の
子
も
宝
」と
い
う
思
い
を

抱
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
子
ど
も
た

ち
を
温
か
く
見
守
り
、支
え
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
、
子
ど
も

た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
事
故
や
事
件
等
に

遭
う
こ
と
な
く
、
安
全
に
安
心
し
て
学

校
に
通
い
、
学
習
や
運
動
に
力
い
っ
ぱ

い
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
今
後
も

子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
支
え
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

見
守
ら
れ
、
支
え
ら
れ
て

宮
内
小
学
校

保護者や地域の方からの情報を基に通学路
の安全点検を行っています。

問い合わせ ゆめみかん ３６－３０４０

■カルチャー教室絵手紙教室作品展 ［１月16日（土）～２月４日（木）］

和気あいあいと学んできた１年間の成果を発表します。ぜひご覧ください。



八幡浜市民スポーツセンター事務所 ２２ー３１１０　プール ２７ー０５７１

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

まずは、見学・無料体験してください。
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■ジャンボかるたとり大会

日 時 １月17日（日）10：00～12：00（集合9：30～）

場 所 北浜公園　多目的グラウンド

　　　　（雨天時　スポーツセンター　サブアリーナ）

対 象 小学生

申し込み １月 10 日（日）まで

■クラブ「ガッツをしよう！」

日 時 １月 30 日（土） 14：00 ～ 15：00

場 所 児童センター

内　容 フライングディスクを使用した人気競技

「ガッツ」に挑戦しよう！

対 象 小学生

○問い合わせ　児童センター ２２ー５１７１

■アンコール子ども映画会

日　時 １月 23 日（土） 10:00 ～

場　所 文化センター 視聴覚室

対　象 小学生、幼児とその保護者

○問い合わせ　視聴覚ライブラリー ２４ー１８２２

■食べ物教室

日　時 １月 15 日（金）　 10:30 ～ 11：30

場　所 児童センター

対　象 うさぎ・くまコース親子 20組

申し込み １月８日（金）まで

■離乳食講座（栄養士さんによる離乳食作りと試食）
日 時 １月 26 日（火） 10：00 ～ 11：30
場 所 児童センター
対 象 離乳食後期（９カ月～１歳すぎ）の乳児と保護者 10組
持参物 エプロン、三角巾、おんぶひも、子ども用食器、

　　　　　スプーンなど
申し込み １月５日（火） 10：00 ～

■おはなし広場

日　時 １月 20 日（水） 11：30 ～ 12：00

場　所 若草エンゼル広場

■お誕生会に参加しませんか

日　時 １月 21 日（木） 10：40 ～ 11：40

場　所 若草エンゼル広場

※詳しくは若草エンゼル広場と保内図書館に置いてある

　情報誌をご覧ください。

○問い合わせ　若草エンゼル広場 ３７ー３７９９

○問い合わせ　子育て支援センター　２２ー５７３０

2016年は１月４日（月）スタート
スポーツセンター ９：００～２１：３０
はじめてのヨーガ １０：００～１１：００

プール １０：００～１９：００
スポセンプールの日 １０：００～１９：００

１時間料金で遊び放題♪ 毎週土曜日 13：00 ～ 13：50

（祝日・施設等の都合で休講あり）

月会費 ２，０９０円

参加対象 ５歳～小学４年生

あなたの身体に合ったスポセン教室を
ご案内します。
お気軽に１階事務所または４階プール受付まで

運運動動未未実実施施者者
００ののままちちへへ

「スポセン・コンシェルジュ」案内人
～運動未実施者あつまれ～

［スタッフ有資格］
上級体育施設管理士教員免許
健康運動実践指導者・水泳教師
各水泳インストラクター・各フロア教室インストラクター

１１月月よよりり

リリニニュューーアアルル

講 師
ＲＹＵ

［指導経歴］
テレビ愛媛ストリートダンスコンテスト ３位
宇和島バレンタインコンテスト 準優勝（2014） ３位（2015）
伊予市Ｓ - １グランプリ 準優勝
八幡浜ダンスコンテスト 特別賞
えひめ YOSAKOI 祭り 金賞・３位・振興会長賞
アーティスト sing-O バックダンサー振付 (2012&2013）
内子中学校 体育授業 など

ススポポセセンンキキッッズズダダンンスス
≪≪たたののししいいヒヒッッププホホッッププ入入門門≫≫



○問い合わせ　八幡浜市青少年センター ２４－１９８７
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ヤング
エクスプレス
今月の若者

墨
すみ

田
だ

友
ゆ

理
り

さん

（25 歳 /保内町喜木）

☆性格
　心配性、くいしんぼう
☆趣味
　音楽、ライブ、旅行
☆理想のタイプ
　前向きでよく笑う人
☆今、夢中になっていること
　時間があれば本を読むこと

☆将来の夢
　一軒家に住んで、柴犬を飼う
☆八幡浜の良い・好きなところ　
みかんがおいしいところ、九州が近いところ

☆八幡浜の良くないところ
ふと食べたくなるチェーン店の飲食店があま

　りないところ
☆八幡浜をもっと良くするためには？

　気軽に何人かでちょっと立ち寄れるような飲
　食店がほしいです。
☆そのためにアナタができる（やってみたい）
　ことは？
お気に入りの飲食店を発掘し、友人や家族を

　連れていきます。
☆ちょっと一言
　四国に来た人が思わず立ち寄りたくなるよう

　な魅力的なまちになってほしいです。

Vol 126

【
川
柳
】
小
袖
川
柳
会
　
＝
題
・
が
っ
か
り
＝

◎
カ
タ
ロ
グ
で
届
い
た
品
は
あ
て
は
ず
れ

沖

ト
シ
子

◎
食
事
減
し
計
っ
て
み
た
け
ど
百
グ
ラ
ム

河
野
百
合
枝

◎
収
穫
の
頃
合
猪
に
先
こ
さ
れ

松
本
　
君
子

【
俳
句
】
さ
く
ら
俳
句
会

　
◎
左
義
長
を
と
り
ま
く
人
の
頬
赤
し

田
中
奈
生
子

　
◎
梅
の
花
ひ
と
枝
白
き
瓶
に
挿
し

西
村
早
百
合

　
◎
吾
が
仕
事
な
に
も
変
わ
ら
ず
去
年
今
年

山
本
マ
チ
ヱ

　
◎
年
賀
状
書
き
了
え
夫
と
赤
ワ
イ
ン

入
山
　
若
美

【
短
歌
】
八
幡
浜
ア
ラ
ラ
ギ
会

◎
白
滝
の
紅
葉
の
見
頃
も
聞
か
ぬ
程

世
を
遠
ざ
か
り
姉
も
逝
き
た
り

菊
池
キ
ミ
ヨ

◎
係
留
も
解
体
も
さ
れ
ず
ト
ロ
ー
ル
船

陸
に
揚
げ
ら
れ
夏
草
の
中

藤
原

　
司

市　民　文　芸

研究主題「愛の手で未来を築くＰＴＡ」

～愛顏（笑顔）あふれる子どもたちとともに～

平成 27 年度　八幡浜市ＰＴＡ研究大会

日　時 １月１７日（日） 午前９時～正午

会　場 ゆめみかん

内　容 ＰＴＡ関係表彰

　　　　　講演 内容「句会ライブ～あなたも今日から俳人です～」

　　　　　　　 講師 夏井 いつき 先生

※どなたでも参加できます。



　

●
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
作
品
展

市
内
の
小
中
学
生
が
描
い
た
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
ま
す
。

▽
日
時
／
１
月
８
日（
金
）～
14
日（
木
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
８
日
は
午

　
後
１
時
か
ら
）

▽
場
所
／
八
幡
浜
み
な
っ
と
　
み
な

　
と
交
流
館

▽
問
い
合
わ
せ

　
八
幡
浜
市
選
挙
管
理
委
員
会


22
ー
３
１
１
１

内
線
１
３
１
３

●
中
間
支
援
講
座

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
組
織
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー

組
織
を
運
営
す
る
に
あ
た
り
、重
要

な
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。

▽
日
時
／
１
月
９
日（
土
）午
後
１
時

　
30
分
～
４
時

▽
場
所
／
八
幡
浜
み
な
っ
と
　
み
な

　
と
交
流
館

▽
講
師
／
Ｉ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
Ｅ（
人
と
組
織
と

　
地
球
の
た
め
の
国
際
研
究
所
）

　
代
表
　
川
北

秀
人
　
氏

※
ワ
ー
ク
の
関
係
上
、１
団
体
か
ら
複

　
数
名
で
の
参
加
を
推
奨
し
ま
す
。

※
事
前
課
題
あ
り（
詳
細
は
、受
付
後

　
に
連
絡
し
ま
す
）

▽
参
加
費
／
無
料

▽
問
い
合
わ
せ

　
八
幡
浜
み
な
っ
と

み
な
と
交
流
館


21
ー
３
７
１
０

●
オ
チ
ャ
ッ
プ
Ｖ
ｏ
ｌ

７「
八
幡
浜

　
の
未
来
を
語
る
バ
ー
ガ
ー
会
議
」

オ
レ
ン
ジ
ベ
イ
フ
ー
ズ
㈱
の
取
り

組
み
を
学
び
な
が
ら
、同
社
の
パ
テ
ィ

を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ー
ガ
ー
を

み
ん
な
で
考
え
ま
す
。

▽
日
時
／
１
月
16
日（
土
）午
後
１
時
～

　
３
時

▽
場
所
／
オ
レ
ン
ジ
ベ
イ
フ
ー
ズ
㈱

（
保
内
町
宮
内
１-
２
８
９-

１
）

▽
参
加
費
／
無
料

▽
定
員
／
20
人

▽
問
い
合
わ
せ

　
八
幡
浜
み
な
っ
と

み
な
と
交
流
館


21
ー
３
７
１
０

●
シ
ー
フ
ー
ド
ク
ッ
キ
ン
グ

今
回
は
、冬
が
旬
の
マ
ト
ウ
ダ
イ（
モ

ン
ダ
イ
）を
使
っ
た
料
理（
５
品
程
度
）

を
作
り
ま
す
。

▽
日
時
／
１
月
26
日（
火
）午
前
10
時
～

　
午
後
１
時

▽
場
所
／
水
産
物
地
方
卸
売
市
場

　
２
階
　
魚
料
理
体
験
室

▽
講
師
／
道
後
温
泉「
ふ
な
や
」

　
和
食
料
理
長
　
久
保
田

昌
司

氏

▽
受
講
料
／
１
，０
０
０
円

▽
準
備
物
／
エ
プ
ロ
ン
、持
ち
帰
り
容

　
器

▽
定
員
／
24
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、受
講
回
数

　
の
少
な
い
方
等
を
優
先
し
て
抽
選

　
し
ま
す
。

▽
応
募
期
限
／
１
月
20
日（
水
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
市
役
所
水
産
港
湾
課

　

22
ー
３
１
１
１

内
線
１
４
０
７

●「
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
」の
購
入

　
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
　

市
で
は
、各
家
庭
に
お
け
る「
ご
み

の
減
量
」を
推
進
す
る
た
め
、電
気
式

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

補
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、指
定
販

売
業
者
で
、電
気
式
生
ご
み
処
理
機
を

購
入
し
た
後
、市
役
所
生
活
環
境
課
で

申
請
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

指
定
販
売
業
者
や
手
続
き
の
方
法

な
ど
、詳
し
く
は
、左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ

　
市
役
所
生
活
環
境
課

　

22
ー
３
１
１
１

内
線
１
２
７
２

●
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
、
石
綿
に

　
よ
る
疾
病
の
補
償
・
救
済
に
つ
い
て

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、

そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露

作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、労

災
保
険
法
に
基
づ
く
各
種
の
労
災
保

険
給
付
や
石
綿
救
済
法
に
基
づ
く
特

別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、石
綿
を
吸
っ

て
か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を
経
て
発

症
す
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
方
が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従

事
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、労
災
保
険

給
付
等
の
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
愛
媛
労

働
局
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ

八
幡
浜
労
働
基
準
監
督
署


22
ー
１
７
５
０

●
海
の
も
し
も
は
１
１
８
番
へ

海
上
保
安
庁
で
は
、毎
年
１
月
18
日

を「
１
１
８
番
の
日
」に
定
め
て
い
ま

す
。局

番
な
し
の「
１
１
８
」は
、海
上
で

の
事
件
・
事
故
の
緊
急
通
報
用
電
話
番

号
で
す
。

海
難
人
身
事
故
に
遭
遇
し
た
場
合

や
、密
漁
、不
法
投
棄
、不
審
な
船
を
発

見
し
た
と
き
な
ど
は「
１
１
８
番
」に

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ

宇
和
島
海
上
保
安
部
　
管
理
課


０
８
９
５
ー
22
ー
１
５
９
１

●
保
育
所
の
臨
時
給
食
調
理
員
募
集

保
育
所
で
勤
務
し
て
い
た
だ
け
る

臨
時
給
食
調
理
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
人
数
／
２
人
程
度
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今月の
主な行事 ＆

お知らせ　

January１月

催 し

お知らせ



募 集

電気式生ごみ処理機の規格・補助率

自分だけのオリ
ジナルバーガー
を考えよう！

規　格
家庭用で、たい肥化でき
るもの

補助率

購入金額の２分の１、ま
たは40,000円のうちいず
れか少ない金額
（１家庭１基のみ）

海のもしもは
１１８番！

過去のシーフードクッキングの
レシピは、市のホームページで
公開しています！

はぎ味噌
雑炊

鯛揚げ出し

・
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▽
雇
用
期
間

平
成
28
年
４
月
１
日
～
６
カ
月（
更

　
新
あ
り
・
最
長
８
年
）

▽
受
験
資
格

地
方
公
務
員
法
第
16
条
各
号
の
い

　
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
人

▽
勤
務
条
件

①
勤
務
地
／
市
内
の
保
育
所

②
勤
務
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午

　
後
５
時
15
分

※
土
曜
日
に
勤
務
し
た
場
合
は
別
日

　
に
代
休
あ
り

※
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

③
賃
金
／
日
額
６
，５
６
０
円（
平
成

　
27
年
12
月
時
点
）　
　
　

※
手
当
は
、八
幡
浜
市
臨
時
職
員
に
関

　
す
る
規
程
に
基
づ
き
支
給

※
社
会
保
険（
健
康
・
厚
生
年
金
・
雇
用
）

　
適
用

▽
選
考
方
法
／
面
接
試
験

※
詳
細
は
受
付
後
に
連
絡
し
ま
す
。

▽
必
要
書
類

　
履
歴
書（
市
販
の
も
の
で
可
）

▽
受
付
期
間

　
１
月
４
日（
月
）～
29
日（
金
）ま
で

　
の
執
務
時
間
中

※
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、29
日
ま
で
の

　
消
印
の
あ
る
も
の

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
７
９
６-

８
５
０
１
　
八
幡
浜

　
市
北
浜
１-

１-

１

　
市
役
所
社
会
福
祉
課

　

22
ー
３
１
１
１

内
線
１
１
６
１

●
青
石
寮
の
看
護
師
募
集

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
青
石
寮
で

勤
務
し
て
い
た
だ
け
る
看
護
師
を
募

集
し
ま
す
。

▽
採
用
予
定
人
数

看
護
師
・
准
看
護
師
　
２
人
程
度

▽
採
用
期
日

平
成
28
年
４
月
１
日

※
繰
り
上
げ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
応
募
資
格

　
昭
和
38
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

　
れ
た
人

▽
勤
務
形
態

［
交
代
制
勤
務
］

　
日
勤

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

　
遅
出

午
前
９
時
45
分
～

午
後
６
時
30
分

※
完
全
週
休
２
日
制（
交
代
制
に
よ
り
、

　
土
、日
、祝
日
、年
末
年
始
の
勤
務
あ
り
。

　
オ
ン
コ
ー
ル
体
制
で
の
勤
務
日
あ
り
）

▽
給
与
条
件

［
基
本
給
］

・
看
護
師

大
卒

２
０
３
，５
０
０
円

短
大
３
卒

１
９
４
，２
０
０
円

短
大
２
卒

１
８
５
，９
０
０
円

・
准
看
護
師

１
５
８
，４
０
０
円

※
経
験
年
数
や
修
学
区
分
に
応
じ
て

　
初
任
給
の
加
算
が
あ
り
ま
す
。

［
賞
与
］

年
４
　
10
カ
月（
平
成
26
年
度
）

▽
受
付
期
間

１
月
4
日（
月
）～
15
日（
金
）

▽
そ
の
他

詳
細
は
、八
幡
浜
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
　

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
７
９
６-

０
２
０
３
　
八
幡
浜

　
市
保
内
町
磯
崎
２
１
１
４-

３

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
青
石
寮

　

35
ー
０
５
１
０

●
県
営
住
宅
の
空
き
家
待
ち
入
居
者
の
募
集

既
設
の
県
営
住
宅
に
空
き
家
が
生

じ
た
場
合
に
入
居
し
て
い
た
だ
く
世

帯
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

今
回
の
申
し
込
み
は
、次
年
度
の
抽

選
日
の
前
日
ま
で
有
効
で
す
。

▽
募
集
対
象
住
宅

・
神
山
団
地（
昭
和
58
～
59
年
建
設
）

２
棟
50
戸

・
松
柏
団
地（
平
成
元
年
建
設
）

２
棟
30
戸

・
白
浜
団
地（
平
成
12
年
建
設
）

１
棟
30
戸

・
大
洲
東
団
地（
平
成
７
年
建
設
）

２
棟
30
戸

▽
申
込
受
付
期
間

２
月
１
日（
月
）～
10
日（
水
）

※
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く

※
申
込
書
の
配
布
は
、１
月
上
旬
か
ら

　
行
い
ま
す
。

▽
申
込
受
付
場
所

南
予
地
方
局
八
幡
浜
土
木
事
務
所

　
管
理
課

▽
入
居
順
位
の
抽
選
　
　

［
抽
選
日
時
］

　
３
月
３
日（
木
）午
後
１
時
30
分
～

[

抽
選
場
所]

　
南
予
地
方
局
八
幡
浜
支
局
　
７
階

　
中
会
議
室

▽
資
格
審
査
・
入
居
案
内
　

・
空
き
家
が
で
き
次
第
、入
居
順
位
に

　
従
い
ご
連
絡
し
ま
す
。

・
入
居
資
格
要
件
を
満
た
し
て
い
る

　
場
合
の
み
入
居
を
許
可
し
ま
す
。

※
県
の
判
断
に
よ
り
、入
居
順
位
以
外

　
の
方
を
優
先
入
居
さ
せ
た
り
、空
き

　
家
の
ま
ま
残
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ

　
南
予
地
方
局
八
幡
浜
土
木
事
務
所

　
管
理
課
　

　

22
ー
４
１
１
１

内
線
４
０
５

無 料 相 談 日 程 表
市 役 所　２２－３１１１

■行政相談（総務省）

日時 １月 14 日（木）午後 1 時 30 分～ 3時 30分

場所 八幡浜庁舎 2 階生活相談コーナー

日時 １月 15 日（金）午後 1 時 30 分～ 4時

場所 保内庁舎 1階住民相談室

■人権相談

日時 １月 21 日（木）午後 1 時 30 分～ 4時

場所 八幡浜庁舎２階 202 会議室

■高齢者福祉なんでも相談

日時 毎週水曜日（祝日を除く）午前８時 30分～ 10時 30分

場所 保内庁舎１階人権啓発課横カウンター

■婦人相談・母子相談・家庭児童相談

日時 毎日（土・日・祝日を除く）午前８時30分～午後５時

場所 社会福祉課（八幡浜庁舎１階）

■消費生活相談（直通電話２２－５９７１）

日時 毎日（土・日・祝日を除く）午前８時 30分～午後５時

場所 商工観光課（八幡浜庁舎４階）

商工会議所　２２－３４１１

■社会保険（年金）相談　※要予約
日時 １月８日（金）・28 日（木）

　　　　　午前 10 時～午後３時 30 分
（正午から午後１時までを除く）

場所　商工会議所　青年部研修室
※相談を希望される方は、事前に宇和島年金事務所　
（０８９５ - ２２ - ５５６９）にご予約ください。
※相談内容は、年金に関することに限らせていただ　
きます。

■法律相談　※要予約
日時 １月８日（金）午後1時 30分～ 4 時
場所 商工会議所　一般研修室

■よろず支援相談　※要予約
日時 １月 12 日（火）午前 10時 30分～午後 5時

（正午から午後１時までを除く）
場所　商工会議所　一般研修室

■特許相談　※要予約
日時 １月 21 日（木）午後 1 時～ 4時
場所 商工会議所　一般研修室

社会福祉協議会　２３－２９４０

■心配ごと相談
日時 １月７日（木）・21 日（木）

　　　　　午後 1時 30分～ 4 時
場所 社会福祉協議会
日時 １月 12 日（火）午後 1 時 30 分～４時
場所 社会福祉協議会支所（保内）

■法律相談　※要予約
日時 １月 15 日（金）午後 1 時 30 分～ 4時
場所 社会福祉協議会
日時 １月 28 日（木）午後 1 時 30 分～ 4時
場所 社会福祉協議会支所（保内）

■相続相談　※要予約
日時 １月４日（月）午後1時 30分～ 4 時
場所 社会福祉協議会

■福祉サービス利用援助相談
日時 毎日（土・日・祝日を除く）午前 9時～午後 4時
場所 社会福祉協議会

：：・



　

今年度、
最後のがん検診です。

検診名（※１） 受付時間 対象者 料金（※２）

胃がん検診（バリウム） 8 :30～10:00 40歳以上 ５００円

結核・肺がん検診（CR） 8 :30～10:00 40歳以上 ５００円

大腸がん検診（検便）
① 8 :30～10:00　
②13:00～14:00　

40歳以上 ５００円

Ｂ型・Ｃ型肝炎検査
（血液検査）

8 :30～10:00
40歳以上
の未受診者

無　料

子宮頸がん検診 13:00～14:00 20歳以上 ５００円

乳がん検診
（マンモグラフィー）

① 8 :30～10:00　
②13:00～14:00　

40歳以上 ５００円

前立腺がん検診 8 :30～10:00 55～69歳 ５００円

骨粗しょう症検診
① 8 :30～10:00　
②13:00～14:00　

40歳以上
１，８５０円

節目年齢（※３）の
女性は６００円

健診日　２月 15 日（月）　
場　所　八幡浜市保健福祉総合センター

※１　子宮頸がん・乳がん検診は、２
　　　年に１回
※２　がん検診は、70歳以上の方、生

活保護受給者および障害のある
方は無料です。（障害のある方
で無料の対象になるのは、身体
障害者手帳１～４級、療育手帳
A・B、精神障害者保健福祉手帳
１～３級のいずれかの手帳を所
持し、かつ、本人とその配偶者が
市民税非課税の方です。当日は
障害者手帳をご提示ください。
ご提示されない場合は、免除の
対象外となります）
骨粗しょう症検診は、節目年齢
の女性で生活保護受給者は無料
です。

※３　節目年齢の女性とは、平成27年
４月１日～平成28年３月31日
の間に、40・45・50・55・60・
65・70 歳の誕生日を迎える方
です。

釣ったふぐの素人調理は
やめましょう！※参加無料・事前申込制

お酒の問題に悩む方々のつどい

日　　時 １月 22 日（金） 13：30 ～ 15：30

場　　所 八幡浜市保健福祉総合センター　

対 象 者 八幡浜市在住でお酒の問題に悩んでい

　　　　 る方やそのご家族

内　　容　体験発表、情報交換

認認知知症症ににななっっててもも安安心心ししてて暮暮ららせせるる八八幡幡浜浜をを目目指指ししままししょょうう！！
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けんこう らいふ

家族介護教室　※参加無料

座談会、学習会、情報交換、介護者のリフレッシュ
などを行います。初めての方は事前にお申し込みく
ださい。

日　時 １月 19 日（火）13:30 ～ 15:30

場　所 八幡浜市保健福祉総合センター

対象者 認知症の方を介護されている家族や経験

者、介護関係者など

● 申し込み・問い合わせ　八幡浜市地域包括支援センター（八幡浜市保健センター内）　２４－３９１８

認知症何でも相談室　※相談無料・予約制　

認知症ケア専門士が、認知症の悩みを一緒に考えます。

何でもご相談ください。

日　時 １月 26 日（火） 14：00 ～ 16：00

場　所 八幡浜市保健福祉総合センター

※相談の方法は基本的に面談ですが、面談することが難しい

　場合は、電話にてその旨を申し出ください。

八幡浜市保健センター
成人保健係　２４－６６２６

申し込み・
問い合わせ

愛媛県薬務衛生課
０８９ー９１２ー２３９５

問い合わせ

ふぐ中毒のほとんどは家庭における素人調理が原因で
す。
ふぐの毒は、煮たり焼いたりの調理ではなくならず、
有効な解毒剤もありません。
ふぐの調理は、「ふぐ取扱者」の資格のある方に依頼し
てください。

八幡浜市保健センター
成人保健係　２４－６６２６

申し込み・
問い合わせ

事　前
申込制 集　団　が　ん　検　診



介護保険予防給付の訪問介護と通所介護が
平成 28 年２月より「新しい総合事業」に移行します

～事業の枠組みは変わりますが、サービスの利用に大きな変更はありません～

Healthy Life
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■（１月）日曜祝日当番医
当 番 医

１日
ごうお小児科医院 （大洲）※

０８９３－２４－３９３６

２日
みかんこどもクリニック（白浜通）

２０－８８００

３日
亀井小児科 （大洲）※

０８９３－２４－３７５７

10日
急患センター

２４－１１９９

11日
おおむら小児科 （内子）※

０８９３－４４－７１１７

17日
守口小児科 （産業通）

２４－７７７０

24日
大洲ななほしクリニック（大洲）※

０８９３－２５－７７１０

31日
山下小児科 （西予）※

０８９４－６２－６８０１

下記以外の平日については、

急患センター ２４－１１９９

が当番にあたります。

当 番 医

14日

宇都宮病院
（白浜通）

２２－０１６３

＜受診上のお願い＞
①急患センターは、応急的な処置を

中心とした一次救急診療所です。
②急患センターおよび当番医の診
療時間終了後は、「かかりつけ医」
に相談してください。

③受診の際は、健康保険証をお持
ちください。

④日曜・祝日等の急患センターの当番医は、
１月10日（日）からは内科医のみです。
外科系の患者さんについては、他の医

　療機関を紹介します。

小児科日曜・祝日当番医予定表
（診療時間：午前９時～午後６時）

※は午後５時まで

休日・夜間急患センター当番医日程表
（平日の診療時間 ：午後８時～午後11時）
（日曜・祝日等の診療時間：午前９時～午後６時）

当番医は変更になる場合があります。

なお、まちがい電話は相手の方
に大変迷惑をかけます。
番号はおまちがえのないように!!

当番医は、携帯電話（八幡浜市携帯用ホームページ）からもご覧に
なれます。使用には携帯通信料が別途必要になります。
【アドレス】http://www.city.yawatahama.ehime.jp/i/index.html

※バーコードリーダーが搭載されている携帯電話をお持ちの方は、
右のＱＲコードを読み取ってアクセスできます。

■（１月）日曜祝日当番医
当 番 医

１日

急患センター

２４－１１９９

※外科は、なかの泌尿器科

３６－１７１７

２日
急患センター（外科含む）

２４－１１９９

３日
急患センター（外科含む）

２４－１１９９

10日
急患センター

２４－１１９９

11日
急患センター

２４－１１９９

17日
急患センター

２４－１１９９

24日
急患センター

２４－１１９９

31日
急患センター

２４－１１９９

■（１月）平日夜間当番医

要支援者に対する効果的かつ効率的な支援を行うため、国において「介護予防・日常生活支援総合事業（新
しい総合事業）」が創設されました。
これにより、八幡浜市では、平成 28年２月より総合事業の運用を開始し、段階的にサービスの充実を
図ります。

● 問い合わせ　八幡浜市地域包括支援センター　２４－３９１８

※現在、要支援１・２の方で、訪問介護・通所介護を利用してい
　る方は、要支援認定の有効期間中は継続してサービスを利用
　できます。
※更新時に総合事業の対象者となった場合、総合事業のサービ
　スとして、今まで通りのサービスを継続して利用できます。
※新規でサービスを利用される方は要介護認定の申請が必要です。

新しい総合事業
訪問介護（ヘルパー）、通所介護（デイサービ
ス）、生活支援サービス、介護予防ケアマネ
ジメント、一般介護予防事業等
［対象者］
●要支援１・２の方で訪問介護・通所介護を利用して
　いる方　
●基本チェックリスト（生活状況などの質問）により、
　生活機能の低下がみられる方

〈平成 28 年２月～〉

介護予防給付（要支援１～２）

※従来通り

介護予防給付（要支援１～２）

〈現　行〉

通所リハビリ（デイケア）、訪問リハビリ、訪問看護、
訪問入浴、ショートステイ、福祉用具貸与、福祉用
具購入、住宅改修、居宅療養管理指導

訪問介護（ヘルパー）、通所介護（デイサービス）

金

金



年
金

ミ
ニ
だ
よ
り

展示コーナーの出品企業募集中！

本校は、県内で唯一の公立の通信制課程の高等
学校です。

愛媛県立松山東高等学校通信制課程
平成 28 年度　前期入学の生徒募集

国民年金は、日本国内に住む 20歳以上 60歳未満のすべての人が加入し、やがて訪れる老後や生活の安

定を損なうような“万が一”の事態に備え、保険料を出し合い、お互いを支え合う制度です。

20 歳になったら忘れずに国民年金に加入しましょう！

※ 20 歳の前月に年金事務所から加入勧奨状が送付された方は、必ず手続きをしてください。

　（20 歳前から厚生年金等に加入している方は不要です）

保険料の納付が困難な方は・・・

「学生納付特例制度」や「若年者納付猶予制度」などの保険料免除制度を利用することができます。

（本人の申請により保険料の納付が猶予される制度です）

問い合わせ：宇和島年金事務所 ０８９５ー２２ー５４４０または市役所市民課年金係 ２２ー３１１１（内線１１１４～１１１６）
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善
　
意
　

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
ま
ご
こ
ろ
銀
行
預
託
者
】（
敬
称
略
）

▽
八
幡
浜
市
連
合
婦
人
会

▽
弁
護
士
法
人
た
い
よ
う
　
吉
村
紀
行

▽
八
西
地
区
更
生
保
護
女
性
会

八
幡
浜
支
部

▽
保
内
更
生
保
護
女
性
会

▽
保
内
赤
十
字
奉
仕
団
　

代
表
　
矢
野
律
子

▽
八
幡
浜
陶
芸
会
　
代
表
　
竹
田
寿
恵

▽
保
内
陶
芸
ク
ラ
ブ

▽
真
穴
小
学
校
児
童
会
・
真
穴
中
学
校

生
徒
会

▽
河
端
マ
サ
子（
向
灘
）

▽
匿
名
　
２
件

受
付
窓
口
／
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　（

23
ー
２
９
４
０
）

商工会議所ＰＯＩＮＴ　ＮＥＷＳ

詳しいことは商工会議所・経営指導員までお気軽にご相談ください。

問い合わせ：八幡浜商工会議所・中小企業相談所 ２２ー３４１１

２０歳がスタート！国民年金

八幡浜商工会館には、手頃な広さ

の研修室や大ホールがあり、会議・

研修会・講演会・展示会などに使用

できますので、ぜひご利用ください。

また、玄関ロビーには地元企業の

「名産品展示コーナー」を設けてい

ますので、魅力あふれるわがまちの

名産品をぜひご覧ください。

経済・地域社会の拠点……商工会館のご利用を！

年末調整による過不足額の計算が終ると、その年の源泉

徴収事務は一応区切りとなりますが、最終的には、年末調整

による清算結果の税額の納付や給与所得の源泉徴収票など

の法定調書の作成と提出の事務が終わってはじめて事務が

完了することになります。

法定調書の作成は、お間違えのないよう正しく行ないま

しょう。

また、ご相談は正規の機関を利用しましょう。

冬冬季季のの節節電電ににごご協協力力をを！！

今冬、四国電力管内では、瞬間的な需要変動に対

応するために必要とされる予備率３％以上を確保

できる見通しですが、発電所のトラブルが発生し

た場合、安定供給ができない可能性が懸念されま

す。

そのため、３月31日までの平日の午前９時～午

後９時までの間、無理のない範囲での節電をお願

いします。

●問い合わせ 市役所生活環境課

２２－３１１１ 内線１２７１

法定調書の作成と提出事務はお済ですか？

◎問い合わせ
愛媛県立松山東高等学校 通信制課程
０８９ー９４５ー０１３１

会議や研修会などに
ぜひご利用ください

■入学資格　①中学校を卒業された方　②平
成 28 年３月中学校を卒業見込みの方または
中等教育学校前期課程修了見込みの方　③中
学校卒業程度の学力を有すると認められる方
④高校に在学中または中途退学した方
■出願期間

新入学 １次 ２月 ２日 (火 ) ～３月 ４日 (金 )
２次 ３月 22 日 (火 ) ～４月 ５日 (火 )

編入学 １次 ２月 ２日 (火 ) ～３月 ４日 (金 )
２次 ３月 ７日 (月 ) ～３月 17 日 (木 )

転入学 ２月 ２日 (火 ) ～３月 18 日 (金 )
■留意事項 次の日程で直接説明を行い、入
学を希望される本人に願書を手渡しします。
［新入生（過年度卒業）のための説明会］
２月 12日（金）・３月 25 日（金）
［編入生のための説明会］
２月４日（木）・２月 24日（水）



有
料
広
告

Ｃａｌｅｎｄａｒ

23 広報 やわたはま Vol.130

1 金 元日 17 日
全国訪問おはなし隊（市民図書館）
八幡浜市ＰＴＡ研究大会 みなっと日曜市

2 土 18 月 窓口業務延長（～ 18:30）［保内庁舎］

3 日 成人式 19 火 家族介護教室

4 月
市役所仕事始め 愛顔つなぐえひめ国体 PRイベント
窓口業務延長（～ 18:30）［保内庁舎］

相続相談（社協）
20 水

ゆめいろぽけっとおはなし会
のびのび教室（八幡浜）

高齢者福祉相談（保内）

5 火 魚市場初セリ 21 木
３歳児健診（保内）

人権相談（八幡浜）、
特許相談（商工会議所）、心配ごと相談（社協）

6 水 すくすく教室（八幡浜）
高齢者福祉相談（保内） 22 金 お酒の問題に悩む方々のつどい

窓口業務延長（～ 18:30）［八幡浜庁舎］

7 木 ぴょんぴょん教室（保内）
心配ごと相談（社協） 23 土 アンコール子ども映画会

八幡浜市社会福祉大会

8 金
やわたはま八日市 明るい選挙啓発ポスター作品展（～ 14日）
窓口業務延長（～ 18:30）［八幡浜庁舎］
社保年金相談（商工会議所）、法律相談（商工会議所）

24 日
八幡浜市文化協会合同研修会 旧白石和太郎洋館一
般公開 諏訪崎自然観察会（℡24-4961） 文化財模擬
火災訓練　

9 土 中間支援講座 25 月 窓口業務延長（～ 18:30）［保内庁舎］

10 日
八幡浜市スポーツ少年団サッカー大会 八幡浜市公民
館研究大会講演会 保内ふれあい市 旧白石和太郎洋
館一般公開

26 火 シーフードクッキング
認知症何でも相談室

11 月 成人の日 27 水 高齢者福祉相談（保内）

12 火 よろず支援相談（商工会議所）、
心配ごと相談（社協保内） 28 木 社保年金相談（商工会議所）

法律相談（社協保内）

13 水 １歳６カ月児健診（八幡浜）　
高齢者福祉相談（保内） 29 金 窓口業務延長（～ 18:30）［八幡浜庁舎］

14 木 よちよち教室（保内）
行政相談（八幡浜） 30 土 ワールドキッチン八幡浜

15 金
70 歳ミニ健診
窓口業務延長（～ 18:30）［八幡浜庁舎］

行政相談（保内）
31 日

市民健康マラソン・八幡浜駅伝カーニバル
全国訪問おはなし隊（保内図書館）

16 土
「つなげよう、支えよう森里川海」ミニフォーラム
in 八幡浜
オチャップ Vol.7

1 月
市県民税４期、国民健康保険税７期、後期高齢者
医療保険料７期、介護保険料７期の納期限
窓口業務延長（～ 18:30）［保内庁舎］

1 1～2 1

２
月

当番医：急患（内科）、なかの（外科）ごうお（小児科）

市民の動き
11 月末現在

人口・35,971 人（- 16）
　男・16,820 人（- 12）
　女・19,151 人（- 4）

世帯・16,588 世帯（- 21） 出生・ 20人（+ 7）
男 ･ 8人（+ 1）
女 ･ 12 人（+ 6）

死亡・ 39人（- 20）
男 ･ 20 人（- 11）
女 ･ 19 人（- 9）

（
前
月
比
）

当番医：急患（内科）、ななほし（小児科）

当番医：急患（内科）、山下（小児科）

当番医：急患（内科）、守口（小児科）

当番医：急患（内科・外科）、亀井（小児科）

当 番 医 ： 急 患（ 内 科 ・ 小 児 科 ）

当番医：急患（内科）、おおむら（小児科）

当番医：急患（内科・外科）、みかん（小児科）
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■
大
谷
口

中な
か

川が
わ

千ち

恵え

さ
ん
の
巻

長
男

楓
か
え
で

く
　
ん（
三
歳
）

長
女

　
　
澪み

お

　

ち
ゃ
ん（
一
歳
）

次
女

　
　
蒼あ

お

　

ち
ゃ
ん（
一
歳
）

保内町宮内

写 真 右　山
やま

口
ぐち

ゆ　い　ちゃん　（６歳）

写 真 左　 　 み　い　ちゃん　（４歳）

写 真 中　 　 貴
たか

　大
ひろ

　く　ん　（２歳）

父・賢
けん

一
いち

郎
ろう

さん　母・以
い

久
く

子
こ

さんからのメッセージ

３人で力を合わせて、ひとつのことを成し遂げる、

そんな姉弟になってね
有料広告

抱
っ
こ
大
好
き
、
パ
パ
大
好
き

な
長
男
楓
。
そ
ん
な
甘
え
ん

坊
の
楓
も
双
子
の
妹
た
ち
が
生
ま

れ
、
進
ん
で
面
倒
を
み
た
り
、
お

手
伝
い
を
し
た
が
っ
た
り
と
お
兄

ち
ゃ
ん
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

双
子
の
姉
、食
べ
る
の
大
好
き
、

イ
タ
ズ
ラ
大
好
き
澪
。

双
子
の
妹
、
お
世
話
大
好
き
、

人
見
知
り
絶
好
調
の
蒼
。

あ
っ
と
い
う
間
に
家
族
が
五
人

に
な
り
、
毎
日
忙
し
く
も
、
に
ぎ

や
か
で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

六
月
か
ら
保
育
所
へ
の
登
所
が

始
ま
り
、
は
じ
め
は
三
人
と
も
大

泣
き
で
大
丈
夫
か
な
と
心
配
も
あ

り
ま
し
た
が
、
今
で
は
先
生
が
大

好
き
で
友
達
も
で
き
、
三
人
が
わ

れ
先
に
と
保
育
所
へ
行
き
た
が
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
自
身
も

久
し
ぶ
り
の
職
場
復
帰
で
子
ど
も

た
ち
と
離
れ
る
時
間
が
で
き
、
よ

り
一
層
い
と
お
し
く
感
じ
て
い
ま

す
。双

子
と
ほ
ぼ
年
子
の
育
児
は
本

当
に
大
変
で
周
り
の
協
力
な
し
で

は
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。
互
い
の

両
親
や
主
人
に
は
本
当
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
特
に
双
子
の
と
き
は

妊
娠
中
三
カ
月
の
入
院
に
な
り
、

楓
に
も
さ
み
し
い
思
い
を
さ
せ
ま

し
た
が
、
周
り
の
協
力
で
無
事
に

出
産
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
と
き
の
体
験
が
母
親
と
し
て

私
を
強
く
さ
せ
て
く
れ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　
楓
、
澪
、
蒼
三
人
が
私
た
ち
を

選
ん
で
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
本

当
に
幸
せ
で
す
。
毎
日
怒
っ
て
ば

か
り
で
ご
め
ん
ね
。
こ
れ
か
ら
も

周
り
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
三
人

の
サ
ポ
ー
ト
を
全
力
で
が
ん
ば
り

た
い
と
思
い
ま
す
。


